
第・79号（禦畿砺器昌）昭和48年7月・・日（毎月1・日発行）

　人口の動き

　7月1日現在
男5．214（＋2）

女5．293（0）
計10．507（＋2）

世帯数2367←1）

（）内は前月との比較発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係北村準一　定価　1部5円　印刷白南風社
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謝

町
議
選

投
票
日
は
八
月
五
日
で
す

投
票
時
間
は
（
全
投
票
所
が
）
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

キ
ケ
ン
の
な
い
、
義
理
・
情
実
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
選
挙

で
つ
ら
ぬ
い
て
く
だ
さ
い
。
（
二
ぺ
ー
ジ
に
あ
ら
ま
し
を
掲
げ
ま
し
た
）

φ

　　押しボタン式信号機が

　　　　　　通学道路入り口に……

木島町の千手小通学道路入りロの県道上に、ご

覧のような信号機がお目見えしました。おもし

ろ半分の使用はつつしむように。また、運転者

の皆さんも新たな注意を。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

夏
の
交
通
事
故
防

止
運
動
期
間

（
吟
器
彗

〔
運
動
の
ね
ら
い
〕
海
水
浴
等

レ
ジ
ャ
ー
・
墓
参
・
帰
省
の
た
め

の
交
通
量
の
増
加
な
ど
、
道
路
交

通
環
境
の
変
化
か
ら
、
例
年
、
過

労
や
安
全
運
転
義
務
違
反
等
に
起

因
す
る
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
、
ま
た
、
夏
休
み
に
よ

る
解
放
感
か
ら
、
こ
ど
も
の
交
通

事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
事
故
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
広
く
、
地
域
・

職
域
に
交
通
安
全
活
動
を
展
開
し

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
り

ま
す
。
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（
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
）

不
在
者
投
票
の
請
求
は

　
　
早
め
に
手
続
き
を

　
川
西
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
一
般
選
挙
が
、
八
月
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
八
月
三
十
｝
日
で
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
、
今
後
四
年
間
町
政
を
に
な
う
二
十
二
人
の
議
会

議
員
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
及
ぴ
そ
の
他

関
係
諸
法
令
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
ま

す
が
、
身
近
な
人
が
候
補
者
と
な
る
だ

け
に
、
選
挙
運
動
等
に
お
い
て
は
十
分

注
意
し
、
選
挙
違
反
に
問
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
候
補
者
・
運
動
員
・
選

挙
人
す
べ
て
が
選
挙
に
対
す
る
豊
か
な

常
識
を
身
に
つ
け
、
町
政
に
対
す
る
強

い
関
心
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

今
回
、
投
票
で
き
る
の
は

　
今
回
、
投
票
が
で
き
る
の
は
、
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

1
　
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

2
　
年
齢
満
二
十
歳
に
達
し
た
者
（
昭

　
和
二
十
八
年
八
月
六
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
）

3
　
川
西
町
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
三

　
か
月
に
達
し
た
者
（
こ
と
し
四
月
二

　
十
八
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住
所
を

有
す
る
者
）

4
　
選
挙
犯
罪
等
で
選
挙
権
・
被
選
挙

　
権
を
停
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

5
　
禁
治
産
者
等
で
な
い
こ
と

立
候
補
で
き
る
人

選
挙
権
を
有
す
る
者
で
、
年
齢
満
二

十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ぱ
だ
れ
で
も
立
候

補
で
き
ま
す
。

立
候
補
の
届
け
は

　
選
挙
の
告
示
は
、
今
月
二
十
九
日
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
二
十
九
、
三
十
日

の
二
日
間
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
の
間
に
、
川
西
町
役
場
に

お
い
て
立
候
補
届
の
受
け
付
け
が
さ
れ

ま
す
。

　
立
候
補
届
に
は
、
次
の
添
付
書
類
が

必
要
で
す
。

〈
本
人
届
け
出
の
場
合
V

　
　
・
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本

　
　
・
宣
誓
書

　
　
・
所
属
党
派
証
明
書
（
無
所
属
の

　
　
　
場
合
は
必
要
な
し
）

　
推
薦
届
け
出
を
す
る
場
合
は
、
こ
の

ほ
か
に
、
　
・
候
補
者
の
承
諾
書
、
　
・
選

挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
（
推
薦
人
の
も

の
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

運
動
の
で
き
る
期
間

立
候
補
予
定
者
に

対
す
る
説
明
会

　
町
選
管
で
は
、
立
候
補
予
定
者

を
対
象
に
、
次
の
日
時
に
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
立
候
補

届
等
、
選
挙
の
細
部
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を

予
定
さ
れ
る
か
た
は
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

　
日
時
　
七
月
二
十
日
午
後
一
時

　
場
所
　
役
場
四
階
会
議
室

　
㊧
筆
記
用
具
を
持
参
し
て

　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
運
動
に
は
、
特
に
多
く
の
制
限

や
禁
止
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
違
反

行
為
の
な
い
よ
う
十
分
に
ご
注
意
ね
が

い
ま
す
。

不
在
者
投
票
、

　
　
　
　
二
十
九
日
か
ら

　
選
挙
の
当
日
、
川
西
町
以
外
の
他
の

市
町
村
に
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故

等
の
た
め
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
っ

た
り
、
指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
に
つ

い
て
は
、
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
四

日
ま
で
の
間
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
、

す
の
で
、
不
在
者
投
票
諸
用
紙
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
、

を
し
て
く
だ
さ
い
o

　
な
お
、
指
定
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て

い
る
か
た
は
、
病
院
長
が
本
人
に
代
わ

っ
て
投
票
用
紙
の
請
求
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
外
の
病
院
に
入

院
さ
れ
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
通

知
も
れ
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
家
族
の
か
た
は
、
直
接
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
告
示

か
ら
投
票
日
の
間
が
短
か
い
た
め
、
告

示
日
以
前
で
あ
っ
て
も
請
求
手
続
き
は

で
き
ま
す
か
ら
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
秘
密
は

　
　
　
　
守
ら
れ
ま
す

　
投
票
は
、
各
投
票
所
の
投
票
管
理
者

の
も
と
で
厳
正
に
行
な
わ
れ
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
義
理
・
情
実
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く

自
由
な
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
字
の
書
け
な
い
人
は
、
受
付
で
申
し

出
て
い
た
だ
く
と
代
わ
っ
て
記
載
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
の
一
票
が
ム
ダ
に
な
ら
な
い
よ
う

ひ
と
り
の
棄
権
も
な
～
み
ん
な
で
投

票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

＼
　
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午
前

、
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

／
今
回
は
、
投
票
時
間
を
繰
り
上
げ
る

／

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ね

が
い
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
所
の
開
設
場
所
は
左
の

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
告
示
の

日
（
七
月
二
十
九
日
）
か
ら
投
票
日
の

前
日
（
八
月
四
日
）
ま
で
の
期
間
で
す

　
こ
の
期
間
以
外
の
選
挙
運
動
は
、
事

一
覧
表
の
と
お
り
で
、
最
近
の
各
種
選

挙
の
場
合
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投票所開設一覧表

投
票
区
名

第
一
投
票
区

第
二
投
票
区

第
三
投
票
区

第
四
投
票
区

第
五
投
票
区

第
六
投
票
区

第
七
投
票
区

第
八
投
票
区

第
九
投
票
区

第
＋
投
票
区

第
＋
一
投
票
区

第
十
二
投
票
区

第
十
三
投
票
区

第
＋
四
投
票
区

第
＋
五
投
票
区

第
＋
六
投
票
区

投
票
所
開
設
場
所

川
西
町
役
場

中
屋
敷
公
民
館

上
野

新
町

三
領

元
町

橘

出公公公連
張民会民絡
所館所館所

三
箇
地
区
公
民
館

橘
小
木
落
冬
期
分
校

仙
田

仙
田

赤
岩

白
倉

小小小出
張
所

学
校

学
校

学
校

仙
田
小
小
脇
分
校

高
倉
小
学
校

大
倉
集
会
所

区
域
内
の
部
落
（
町
内
）
名

中
島
町
～
中
屋
敷
・
寺
尾

沖
立
・
木
島
～
鶴
吉

上
野
・
下
平
新
田

新
町
新
田

三
領
・
小
根
岸

元
町

野
口
・
仁
田
・
塩
辛

原
田
・
根
深
・
下
原

木
落
・
寺
ケ
崎

中
仙
田
・
田
戸
・
越
ケ
沢

室
島
・
藤
沢

赤
谷
・
岩
瀬

大
白
倉
・
小
白
倉

小
脇

高
倉

大
倉

千手

4
で
即
日
開
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
時
開
始
の
予
定

　
開
票
は
、
即
日
開
票
で
す
。

　
開
票
は
、
午
後
八
時
か
ら
の
予
定
で

千
手
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
行
な
い
ま

す
◎

　
開
票
の
結
果
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
開
票
の
模
様
を
参
観
し
た
い
か
た

は
、
当
夜
、
会
場
の
受
付
に
申
し
出
て

い
た
だ
け
れ
ば
参
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

振

＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
一
＝
＝
一
＝
顧
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝

求
む
、
点
訳
奉
仕
者

　
　
〔
蝶
福
祉
事
務
所
〕

　
郡
市
内
に
身
体
障
害
者
は
約
千
五
百

人
ほ
ど
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
約

二
百
人
は
目
の
不
自
由
な
か
た
や
盲
目

の
か
た
で
、
文
化
の
恩
恵
に
浴
す
る
機

会
も
少
な
く
、
現
代
社
会
か
ら
取
り
残

さ
れ
、
た
い
せ
つ
な
人
生
を
暗
い
う
ち

に
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
か
た
が
た
の
た
め
に
、
出

版
物
の
点
訳
奉
仕
を
し
た
い
と
い
う
か

た
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
点
字
を
習
得
し
、
出
版
物
の
点
訳
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
も
あ
り

ま
す
。

　
善
意
の
奉
仕
を
志
す
か
た
は
、
役
場

ま
た
は
、
十
日
町
市
妻
有
町
二
の
一

中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所
（
電
話
七
ー

五
五
一
一
）
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
o
ひ
と

り
で
も
多
く
の
奉
仕
者
が
現
わ
れ
る
こ

と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
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町
議
会
・
第
五
回
定
例
会

一
般
会
計
は
十
億
の
大
台
目
前

　
　
　
赤
岩
簡
水
建
設
が
決
ま
る

　
第
五
回
町
議
会
定
例
会
は
、
六
月
二

十
五
日
に
招
集
さ
れ
、
定
例
会
と
し
て

は
任
期
満
了
前
の
最
後
の
も
の
で
あ
る

だ
け
に
、
常
と
ば
異
な
っ
た
表
情
も
う

か
が
う
う
ち
に
、
条
例
制
定
三
件
、
予

算
の
補
正
五
件
、
建
設
工
事
請
負
契
約

一
件
、
請
願
二
件
を
議
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
提
出
、
議
決
さ
れ
た

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
税
条
例
の
一
部
改
正

2
　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

3
　
議
会
常
任
委
員
会
及
ぴ
特
別
委
員

　
会
条
例
の
一
部
改
正

4
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

5
　
国
民
健
康
保
険
施
設
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
一
号
）

6
　
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

7
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
第
一
号
）

8
　
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

9
　
赤
岩
地
区
簡
易
水
道
工
事
請
負
契

　
約

10

　
大
字
の
区
域
（
水
口
沢
と
上
新
井

　
の
一
部
）
の
変
更

11

　
地
域
医
療
を
守
る
た
め
国
保
診
療

　
施
設
等
市
町
村
立
病
院
の
財
政
措
置

　
の
強
化
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出

12
　
野
口
大
原
畑
総
地
区
ポ
ン
プ
揚
水

　
に
関
す
る
請
願

13
　
要
求
米
価
実
現
等
に
関
す
る
請
願

14
　
要
求
米
価
実
現
に
関
す
る
意
見
書

　
提
出

15
　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
事
業

計
画
（
報
告
）

　
こ
の
う
ち
、
　
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
　
一
億
五
千
十
七
万
六
千
円

を
追
加
し
た
結
果
、
九
億
五
千
六
百
六

十
四
万
七
千
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
ち

統
合
仙
田
小
校
舎
建
設
の

請
負
契
約
を
議
決

　
　
　
（
第
四
回
臨
時
会
）

　
町
議
会
は
、
　
こ
れ
よ
り
先
、
や
は
り

六
月
の
十
四
日
に
第
四
回
臨
時
会
を
開

い
て
お
り
、
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
二
件
（
四
十
七
年
度
国
保
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
と
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）
の
ほ
か
、
過
疎
地
域
振

興
計
画
の
変
更
、
町
立
仙
田
小
学
校
校

舎
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
議
決
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
の
、
仙
田
小
（
統
合
）
校

舎
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
入
札
直
後

に
議
決
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
ぶ
り
で
、
結

局
、
丸
山
工
務
所
の
請
負
や
が
決
ま
り
、

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
校
舎
の
建
設
工

事
は
、
さ
る
五
日
に
地
鎮
祭
を
行
な
う

と
い
う
進
み
ぐ
あ
い
に
な
っ
て
い
ま
す

お
年
玉
賞
品
の

　
　
　
　
引
　
換
　
え

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
引

き
換
え
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
期
限
は
、
今
月
十
九
日
ま
で
、
あ
と

わ
ず
か
で
す
。
当
選
番
号
を
（
近
く
の

郵
便
局
で
）
お
調
べ
に
な
っ
て
、
も
う

一
度
、
年
賀
状
を
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
）

封
筒
募
金
に
協
力
を
／

　
　
　
第
二
十
三
回
社
会
を

　
　
　
明
る
く
す
る
運
動

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

㌧
、

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
こ
と
し
の
重
点
目
標
は
、
　
「
青
少
年

の
非
行
防
止
の
た
め
の
地
域
活
動
の
促

進
」
で
、
流
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
で

青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
そ
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
関
係
の
機
関
・
団

体
は
も
と
よ
り
、
青
少
年
を
と
り
ま
く

す
べ
て
の
人
々
が
、
連
帯
意
識
を
基
盤

と
す
る
地
域
活
動
を
強
力
に
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
立
場
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
運
動
は
、

青
少
年
の
非
行
防
止
と
、
非
行
に
走
っ

た
者
の
更
生
援
助
の
た
め
の
地
域
活
動

に
つ
い
て
、
広
く
住
民
の
理
解
と
協
力

を
得
て
、
そ
の
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
内
容
的
に
は
、
例
年
の
よ
う
に
、
法

務
省
主
唱
で
県
知
事
が
実
施
委
員
長
と

な
っ
て
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
て
、

本
年
も
、
愛
の
協
力
封
筒
募
金
を
行
な

い
ま
す
。

　
募
金
は
、
　
一
世
帯
五
十
円
以
上
を
目

標
に
し
た
任
意
募
金
と
し
て
今
月
中
に

実
施
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
浄
財
は
、

県
の
保
護
司
連
盟
に
送
り
、
保
護
観
察

の
強
化
・
地
域
浄
化
・
更
生
援
護
等
に

使
用
さ
れ
ま
す
．

　
さ
ら
に
、
そ
の
一
部
は
町
へ
配
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

な
り
、
保
護
司
会
や
更
生
保
護
婦
人
会

の
活
動
資
金
に
ふ
り
向
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
o

軽
自
動
車
標
識
の

い
っ
せ
い
付
替
え
を

　
軽
自
動
車
の
台
数
が
年
々
増
加
し
、

移
動
も
多
い
た
め
に
、
台
数
の
は
握
が

む
っ
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
先
の
納
税
メ
モ
で
も
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
税
務
課
で
は
五
〇
C
C
か
ら

一
二
五
C
C
ま
で
の
バ
イ
ク
と
耕
運
機

に
つ
い
て
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
）
の
い

っ
せ
い
付
け
替
え
を
行
な
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
は
八
月
中
を
計
画
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
が
町
内
別
に
巡
回
し
て

車
種
・
車
体
番
号
等
を
確
認
し
な
が
ら

標
識
を
取
り
替
え
ま
す
の
で
ご
協
力
を

曳
、
－

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
程
等
の
具
体
的
な
実
施
計
画
は
、

お
っ
て
回
覧
文
書
、
有
線
放
送
等
で
連

絡
い
た
し
ま
す
．

検
察
審
査
会
の

　
　
　
　
活
用
を

　
交
通
事
故
・
詐
欺
・
横
領
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
犯
罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に

検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
所
へ
起
訴
し
て

く
れ
ず
、
な
っ
と
く
が
い
か
な
い
と
い

う
よ
う
な
か
た
は
、
遠
慮
せ
ず

　
長
岡
市
信
濃
二
丁
目
　
裁
判
所
内

　
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
（
電
話
・
三
五
ー
二
一
四
一
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
審
査
申
し
立
て

に
費
用
は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
審
査
会
は
、
市
町
村
の
永
久
選
挙
人

名
簿
か
ら
ク
ジ
で
選
ぱ
れ
た
民
間
人
十

一
名
で
構
成
さ
れ
、
被
害
者
な
ど
か
ら

審
査
の
申
し
立
て
を
受
け
る
と
、
事
件

の
真
相
を
詳
し
く
秘
密
に
調
査
し
、
事

件
が
起
訴
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
判
断
し

た
と
き
は
、
検
事
正
に
そ
の
旨
勧
告
す

る
国
の
機
関
で
す
。

七
月
一
日
か
ら
、
特
別
土
地
保

有
税
が
、
新
し
く
町
の
税
金
と
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

一
、
新
設
さ
れ
た
理
由
と

　
　
納
税
義
務
者

　
土
地
の
投
機
的
な
取
得
を
抑
制

す
る
た
め
に

①
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
目
以
降

に
取
得
し
保
有
し
て
い
る
土
地
が

毎
年
一
月
一
旧
現
在
で
一
万
平
方

　
メ
1
ト
ル
（
約
一
町
歩
）
以
上
の

　
保
有
者
：
：
保
有

②
毎
年
一
月
一
日
前
一
か
年
間
及

　
ぴ
七
月
一
日
前
一
か
年
間
の
取
得

　
し
た
土
地
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

　
以
上
の
取
得
者
：
：
取
得

二
、
非
課
税

①
相
続
に
よ
り
土
地
の
取
得

　
　
法
人
の
合
併
等
の
形
式
的
な
所

有
権
の
移
転

②
農
林
水
産
業
等
の
経
営
規
模
の

　
拡
大
の
た
め
の
取
得

③
工
場
の
地
方
分
散
な
ど
、
国
の

　
施
策
に
そ
っ
て
の
取
得
等
に
は
、

　
こ
の
税
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

三
、
課
税
標
準
と
税
率

①
保
有
：
：
土
地
の
取
得
価
格

　
　
　
（
実
際
売
買
価
格
等
）
の
百

　
　
　
分
の
一
・
四
を
乗
じ
て
固
定

　
　
　
資
産
税
額
を
控
除
し
た
額
が

　
　
納
め
る
税
金
と
な
り
ま
す
。

②
取
得
：
：
土
地
の
取
得
価
格
に

　
　
百
分
の
三
を
乗
じ
不
動
産
取

　
　
得
税
を
控
除
し
た
額
が
納
め

　
　
る
税
金
と
な
り
ま
す
。

四
、
納
税
の
時
期
と
方
法

　
申
告
書
の
提
出
と
申
告
納
税
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
有
：
：
一
月
一
日
現
在
の
保

　
有
土
地
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

　
以
上
の
保
有
者
は
五
月
三
十
一

　
日
ま
で

取
得
：
：
一
月
一
日
前
一
か
年

　
の
取
得
土
地
が
一
万
平
方
メ
ー

　
ト
ル
以
上
の
取
得
者
は
二
月
末

　
日
ま
で
。

　
　
七
月
一
日
前
一
か
年
の
取
得

　
土
地
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
上
の
取
得
者
は
八
月
三
十
一
日

　
ま
で

五
、
適
用
期
日

保
有
に
か
か
る
課
税
：
：
昭
和
四

　
＋
九
年
度
か
ら

取
得
に
か
か
る
課
税
：
：
昭
和
四

　
十
八
年
七
月
一
日
以
後
の
取
得

　
か
ら
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水
難
防
止
に
つ
い
て

増
水
し
た
ら
早
め
に
退
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
か
ら

　
国
鉄
輸
送
の
重
要
動
力
源
で
あ
る
当

所
の
発
電
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常

に
、
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
こ
の
紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
泳

や
つ
り
の
機
会
が
多
く
な
り
、
ま
た
、

台
風
に
よ
る
大
水
な
ど
で
水
の
犠
牲
者

が
多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
発
電
所
は
、
信
濃
川
の
水
を
宮
中

（
中
里
村
）
で
取
り
入
れ
、
水
路
ト
ン

ネ
ル
で
発
電
所
に
導
水
す
る
、
い
わ
ゆ

る
水
路
式
の
発
電
所
で
す
。

　
宮
中
の
取
水
ダ
ム
は
、
貯
水
式
の
ダ

ム
と
違
い
、
上
流
か
ら
来
た
水
を
貯
水

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
降
雨
な
ど
で
上

流
か
ら
の
増
水
し
た
分
は
、
ダ
ム
の
水

門
を
徐
々
に
開
い
て
、
自
然
の
姿
で
下

流
に
放
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
自
然
の
増
水
が
急
速

な
の
で
最
も
危
険
で
す
か
ら
、
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

1
降
雨
な
ど
で
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き

2
発
電
所
が
故
障
の
た
め
、
調
整
池

　
の
水
を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
に
放
流

　
す
る
と
き

3
大
水
の
と
き

　
以
上
の
と
き
は
、
信
濃
川
沿
岸
の
警

報
用
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
、
水
難
防
止

に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す

が
、
サ
イ
レ
ン
が
聞
乙
え
な
く
て
も
、

増
水
し
た
ら
早
く
退
避
す
る
こ
と
に
よ

り
、
悲
し
い
水
難
事
故
を
防
止
す
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

史
料
・
川
西
町
の

あ
ゆ
み
ま
だ
残
部
が

　
三
月
末
に
町
教
委
で
刊
行
し
た
〃
史

料
川
西
町
の
あ
ゆ
み
〃
は
、
ま
だ
残
部

が
四
十
部
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　
一
部
四
百
円
で
す
か
ら
、
希
望
者
は

社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

先
着
順
に
お
わ
け
し
ま
す
。

小
林
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
香
典
返
し

　
中
仙
田
・
小
林
与
作
さ
ん
か
ら
、
こ

の
ほ
ど
町
に
あ
て
て
、
さ
る
六
月
四
日

に
な
く
な
ら
れ
た
妻
ツ
ヤ
さ
ん
の
香
典

返
し
の
意
味
で
二
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

清吉上中金大大清渡
水楽村村子嶋塚水邊
雅尚　　英哲律裕直
人生真樹也子樹美大

松常貞　正恒昌一武
一作二武義男良夫久

長
男
鶴
吉

長
女
上
野

長
男
高
原
田

三
女
新
町
新
田

長
男
学
校
町

二
男
坪
山

二
舅
下
平
新
田

長
男
神
社
町

二
男
寺
尾

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

松葉平のヘンシンもうすく

報
鄭

の
松

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
六
月
分
】

☆
入
手
品

く
し
差
し
・
き
ゃ
は
ん
・
お
こ
そ
（
頭

巾
）☆

寄
贈
者
（
敬
称
略
）

渡
辺
理
平
（
上
野
）
、
須
藤
房
野
（
仁

田
）　

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

齋
木
　
　
功
　
和
作
　
三
男
　
高
　
倉

小
川
　
　
忍
　
富
行
　
畏
女
　
岩
　
瀬

窯窯総鍮総総総雛鍮総
星山小桑酒
名田林原井
正歌’順清一
幸子一江夫

村
山
の
り
子

森
　
嘉
雄

細
田
ム
ツ
子

板川木片
鼻崎田桐

藤康繁
江雄子昇

丸
山
富
士
雄

倉
野
知
代
美

西渡小齋山登
山貫川藤形坂
節　 敬孝悦善
子功子雄子次

寺
尾

＋
日
町
か
ら

学
校
町

津
南
か
ら

木
島

＋
日
町
か
ら

木
島

柏
崎
か
ら

小
白
倉

東
京
か
ら

越
ケ
沢

六
日
町
か
ら

中
屋
敷

納
税
メ
モ

今
月
は

　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。

　
す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に

地
方
税
法
の
一
部
改
正
で
固
定
資

産
税
の
免
税
点
が
、
土
地
は
八
万

円
か
ら
十
五
万
円
に
、
家
屋
は
五

万
円
か
ら
八
万
円
に
、
償
却
資
産

は
三
十
万
円
か
ら
百
万
円
に
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
課
税
標
準
額
が
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
間
に
あ
る
所
有
者
の
分
に
つ
い

て
再
計
算
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果、

還
付
あ
る
い
は
第
二
期
分
以

降
で
減
額
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
月
の
第
二
期
分
の
納
税
通
知
書

は
ふ
た
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
か
ら

岩
瀬

秋
　
田
か
ら

上
野

＋
日
町
か
ら

新
町
新
田

＋
日
町
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

今吉小上佐小
井井林村藤川

久ソツシ留悦
蔵メヤンニ子

高
橋
椹
三
郎

佐
藤
辰
平

赤
谷

高
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